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診療報酬改定 2020 の動向_急性期後編 

地ケア病棟はサブアキュート重視!? 
ポストアキュート偏重は減算へ！ 
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2022年度診療報酬改定に向けて、2月 9日「個別改定項目について」、いわゆる短冊
が公表されました。 
地域包括ケア病棟入院料については、入院料 2・4を算定する 200床以上の病院に自院

からの転棟に制限がかかるなど、ポストアキュート機能に偏りのある病院が減算の対象
となりました。 

お願い：この NEWS LETTER は、厚生労働省の発表資料などを元に作成しておりますが、情報・解釈の誤り等がございましたら、左記までお知らせ下さい 

中医協資料より作成 

POINT 

１ 
ポストアキュートに偏った病院がターゲット！ 
急性期からの受入れ患者は重症度が低い！？ 

地ケア病棟の３機能のうち、急性期病棟から

の受入れ機能に偏った地ケア病棟が問題視され

ています。 

その理由は急性期病棟の転棟患者が、在宅等

からの入院患者に比べ「重症度、医療･看護必

要度」が低く、状態が安定している患者が多い

とのデータがあるためです。 

POINT 

２ 
自宅からの入院受入れや在宅医療の取組みがないと減算？！ 
自院内での転棟に係る減算措置も 200床以上に対象が拡大！ 

一般病床の地ケア病棟は救急医療や自宅からの入院等、療養病床でもいずれかの

対応が施設基準に追加され満たせなければ減算になるなど、ポストアキュート機能

偏重の地ケア病棟は早急に対応策を検討する必要があります。 

入院料 2、4 の自院の急性期病棟からの転棟による減算措置の対象も 400 床未満

から 200 床未満に拡大され、減算割合も 90％から 85％に厳格化されました。 

POINT 

３ 
地ケア病棟への直接入院について早急に検討を！ 
救急＆在宅医療への取組み強化も！ 

今回の主なターゲットは 200～399 床のケア

ミックス型で、自院の急性期病棟からの転棟

患者が多い病院と想定されます。 

特に施設基準に追加された救急医療や直接

入院、入退院支援加算１の取得等については

早急な対応が必要です。 

ポストアキュート型地ケア病棟をもつ病院

では施設基準への対応を強化するか、甘んじ

て減算を受け入れるか、算定をあきらめるか

の選択に迫られることになります。 
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